




 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         

 
 
 
 
 

滋賀県流域治水検討委員会（住民会議） 座長 大橋正光      

 
 
 
 

水害から命を守る地域づくり 

－滋賀県民宣言－ 
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はじめに 
我々が住む滋賀県では、大小約１２０本の一級河川が琵琶湖へと流れ込ん

でいます。しかし、滋賀県の周辺の山々から流れ出る川は総体として距離が

非常に短く急流であり天井川となっている川も多く見受けられます。このよ

うな地形的特徴の中で滋賀の歴史は川からの恩恵を受けながらも水害との戦

いでありました。「どうすれば水害から命を守る」事ができるか、水害に対応

するための知恵や文化がそれぞれの地域で生まれ今日まで存在してきていま 

す。しかし時代の移り変わりと共に人々が河川を利用する機会は激減し、近寄りがたい河川へと変貌

してきました。かくして、人々は洪水は河川の中のみを流れるものだと確信するようになりました。

しかし、最近では集中豪雨などによって全国的に水害が多発し、近代治水の技術をもってしても河川

は氾濫するということを認識せざるを得なくなってきたのです。そこで私たち住民がどのようにして

災害に備えるべきか、基本的な方向性を示すため流域治水検討委員会住民会議が開催されました。私

たちは流域治水を実現するために重要な自助、共助、公助について８回の議論を行いました。この結

果「皆で伝え合うわかりやすい情報」「誰もが役割を果たす」「地域は地域で守る」「社会と連携する」

の４つの柱が地域の防災力を高めるために必要になると考え、「水害から命を守る地域づくり」を目標

として定めました。私たち住民は「水害は必ず起こる」という認識を持ち、この目標の実現に取り組

むことを決意いたしました。 

県においては、河川改修等をはじめとした治水施設整備を引き続き努力して進めて頂くことは勿論

でありますが、この提言の趣旨を十分に活かして各種施策の推進に尽力されるよう提言します。 



 

１１  委委員員紹紹介介  

 
 

滋賀県では、「流域治水基本方針※」の策定に向け検討を進めています。流域治水検討委員会（住

民会議）（以下、「住民会議」といいます）は、この基本方針に県民意見を広く反映するため、県

民が主体となって議論を行う場として設置されました。 

※流域治水基本方針とは 

流域治水とは、洪水に対して人命を守ることをまず第一の目的にし、いかなる洪水にあっても壊滅的な

被害を防ぎ、そして被害をできるだけ少なくするための減災措置として、川の外、つまり人が住む流域で

の「ためる」「とどめる」「そなえる」対策を、それぞれの流域の実情に応じて組み合わせ、市町や住民

のみなさんと協働して実施していくものです。このような各地域における対策の考え方や基本的な方向性

を基本方針として取りまとめるもので、平成 20 年度末の策定を予定しています。  

  
委員紹介 

住民会議の委員は、一般公募により選ばれました。県内の様々な地域からいろいろな年代の 10

名が集まりました。また、京都大学防災研究所の多々納先生にアドバイザーとして参加していただ

きました。 
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住民会議の位置づけ 

住民会議の委員紹介 

（順不同・敬称略） 
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２２ 住住民民会会議議のの流流れれ 

住民会議は、全８回開催し、以下の項目について議論を 

行いました。 

（ア）流域治水対策を推進するための「自助・共助においての 

県民の役割」と「県民が公助に期待する事柄」について 

（イ）流域治水の県民への普及と協働で取り組む方策について 

 
第１回 流域治水の必要性・意義の理解 

目的 
・会議の目的、趣旨を理解する。 
・委員相互の理解を深める。 
・流域治水の必要性、意義を理解する。 

内容 

・会議の趣旨・目的について 
・委員の自己紹介（会議への参加動機、会議への抱負など） 
・治水の現状と課題の説明（事務局より） 
・これからの治水政策について（事務局より） 
・意見交換 

 
第２回 地域防災力の現状把握と課題抽出 

目的 
・滋賀県の地域防災力に関する現状を把握する。 
・対策を考える前提となる課題を抽出・整理する。 

内容 
・座長の選出 
・滋賀県内各地区の地域防災力の現状説明（事務局より） 
・地域防災力に関する課題の整理 

 
第３回 対策の立案 

目的 
・整理した課題を基に、流域治水対策を検討する。 
・各対策案について、自分たちができることを考える。 

内容 
・現地視察 
・各課題に対して、対策案のメニュー出しを行う（ワークショップ） 

 
第４～８回 提言の作成 

目的 
・住民会議の成果として「流域治水基本方針」への提言を作成する。 
・会議の検討内容の発信方法について検討する。 

内容 ・対策メニューの整理・分類 
・提言案の作成 
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 ３３ 住住民民会会議議かかららのの提提言言 
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